（返還がある場合）
積算内訳報告書

１　施設名課税売上割合が95％未満の場合、又は課税売上割合が95％以上かつ課税売上高が5億円を超える場合であり、一括比例配分方式を採用している場合

　　　群馬県○○センター
２　指定管理者名
　　　（株）○○会社
３　施設の所在地
　　　前橋市○○町○○番地
４　支援事業名
　　　令和７年度群馬県公の施設に係る指定管理者における物価高騰対策支援金
５　支援金確定額
　　　●●●円
６　概要
（１）支援金交付対象経費の内訳
	区分
	課税仕入
	非課税仕入
	合計

	
	課税売上
対応分
	非課税売上
対応分
	共通
対応分
	
	

	経費の内訳
	光熱費
	
	
	■■■円
	
	■■■円

	
	燃料費
	◎◎◎円
	
	
	
	◎◎◎円

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	計
	◎◎◎円課税期間における、支援金の交付対象となった経費の額を記入
※支援金確定額ではなく支援金により購入等を行った経費の内訳です

	
	■■■円
	
	▽▽▽円


消費税の申告において端数処理していない場合は端数処理せず、
端数処理している場合は端数処理する

（２）課税売上割合
        ★★.★％
 支援金交付対象経費のうち課税仕入額　

（３）仕入控除税額支援金交付対象経費　

　　　　●●●円×　　　　　　       ×★★.★％×10/110＝□□□円（円未満切捨て）
（３）については、計算式を記入。計算式についてはパターンが分かれますので、や税務署等に必ずご確認ください。



【添付書類】
□課税期間分の消費税及び地方消費税の確定申告書（写し）
□課税売上割合・控除対象仕入税額等の計算表（写し）
□特定収入がある場合、特定収入割合の計算過程が分かる書類（様式任意）
※添付がある書類について、□に✓をお願いします。
